
・土砂災害の予兆に気づける意識の備えが必要
・土砂災害の実態に即した避難体制の構築が必要

目的と検討経緯概要土砂災害に強い地域づくり計画WG（多羅尾）
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甲賀市 多羅尾区での取り組み

①土砂災害に関する出前講座と防災マップの作成目的・作成手順を説明

②防災マップ(素案)づくり

H23.12.18実施

・多羅尾区住民が主体となり、市および県の担当者の三者合同で取り組みを実施。
・取り組みの結果を踏まえ、防災マップと避難計画書を作成。
・アドバイザーとして京都大学防災研究所畑山准教授にご協力いただき、助言を踏まえながら実施。

③まち歩きによる防災マップ(素案)の記載内容の確認
・まち歩きを実施し、防災マップ(素案)の記載内容を確認し、防災マップ(素案)を修正。

H24.3.4実施

H24.11.11実施

⑥組ごとの避難計画書(素案)に関する話し合い
・組ごとの具体的な避難方法や災害時要援護者の支援体制について確認
・組長による決定した内容のとりまとめ

H25.1.20実施

⑦組ごとの話し合い結果を踏まえた避難計画書（素案）の修正
⇒多羅尾区避難計画書（素案）完成
⇒多羅尾区防災マップ（素案）完成

⑧多羅尾区避難計画書（素案）および多羅尾区防災マップ（素案）の全戸配布

⑨防災マップ(素案)および避難計画書(素案)を用いた避難訓練の実施
・作成した避難計画書（素案）に沿った避難訓練を実施
・防災マップ（素案）を用い、危険箇所を確認しながら避難行動を実施

H25.11.3実施

⑩避難訓練を踏まえた避難計画書（素案）および防災マップ（素案）の修正
⇒多羅尾区避難計画書（案）完成
⇒多羅尾区防災マップ（案）完成

⑪多羅尾区避難計画書（案）および多羅尾区防災マップ（案）の全戸配布

⑫「地区別避難計画作成の手引き（案）」の作成
・他の地区への水平展開を念頭に、多羅尾区で得た知見等をもとに手引き（案）を作成

H26.2 完成

・土砂災害警戒情報では、市域全体で一括で発表され、不確実性も高く、万能ではない。
・気候変化が予見される中、近年全国で土砂災害が頻発しており、土砂災害の発生が予見される。
・多羅尾区では高齢化が進み、地域防災力の低下が懸念される。
・指定避難所が土砂災害警戒区域内に存在するなど、市の地域防災計画の見直しが示唆される。

・土砂災害から身を守るためには、気象予報や災害実績を最大限活用し、早期避難を習慣づける。

あるべき像

現状

問 題

多羅尾区で備えるべき災害の想定

・昭和28年災害の被害が甚大

出典）多羅尾村 昭和大水害誌

・滋賀県土砂災害警戒区域 まずは、滋賀県が指定する土
砂災害警戒区域が危ないとい
うことを想定して、
避難のしくみを考える！

【その他】

堤防決潰…21箇所

橋梁流失…全滅

バス道路…不通 等

H25.10.1送付

H26.1.31実施

④避難計画書作成手順の確認
・作成目的、作成手順の確認
・市や気象台からの気象・防災情報の内容、伝達方法やとるべき行動の確認

⑤多羅尾区避難計画書（素案）の作成

資料 ３－３



平成25年度

平成24年度

（事前調査）アンケートによる防災意識調査の実施
多羅尾区を対象に、「防災マップ、避難計画」づくりを支援していく上で、これらの取り組みの有効性を
評価するために、事前に意識調査を行った。

①②土砂災害に強い地域づくりワークショップの開催 (H23/12/18)
出前講座（土砂災害について）

防災マップ(素案)作成

③まち歩きの実施 (H24/3/4)

参加者：多羅尾区住民36名および甲賀市建設部
管理課等職員3名、滋賀県職員5名

まち歩き後の発表会

④⑤土砂災害に強い地域づくりワークショップ開催(H24/11/11)
土砂災害の種類や前兆、近年の災害発生状況等について、出前講座で説明

地区別避難計画作成の目的を説明し、地区の基本情報、避難場所、危険箇所、避難ルート、自主
避難の目安など、地区別避難計画(素案)を作成

⑥⑦土砂災害に強い地域づくりワークショップ開催(H25/1/20)
地区の基本情報、避難場所、危険箇所、避難ルート、自主避難の目安、避難の手順、防災訓練の
方法などを話し合い、地区別避難計画の具体的な内容を整理

◆土砂災害に強い地域づくりワークショップの様子

2

検討成果の概要

平成23年度

⑧避難計画書(素案)・防災マップ(素案)の配布

防災訓練に先立ち、避難計画(素案)及び地区別防災マップ(素案)について地域住民と意見交換を
実施。

H25.9に台風18号による大雨が発生、当日の状況や対応等について住民から情報を得て、避難計
画(素案)に反映。

防災訓練の1ヶ月前に修正版を全戸に配布。

同時に台風18号時の防災情報伝達に関する住民アンケートを実施。

台風18号時の防災情報伝達に関する住民アンケートの結果概要

台風18号における大雨警報、洪水警報の発表を確認した手段として、音声放送端末が有効。音声
放送端末の設置場所と家族が長く居る場所が一致しているとの回答は延べ60％。

エリアメールやあいこうか緊急メールは、停電時やケーブル不通に関係ないため、災害時の情報
伝達手段として有効と考えられるが、高齢者等、モバイル端末に不慣れな方への確実な情報伝達
が課題。

屋外拡声器は地区によっては聞こえない、聞こえにくいため、大雨時には有効な手段とは言い難
い。

▼甲賀市から配布されている音声情報端末の設置箇所と
長く居る部屋が一致する状況

▲発表された大雨警報を確認した方法

47
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Q1.3 音声放送端末と家族が長くいる場所が一致する
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音声放送端末

屋外拡声器

ケーブルプラス電話

ケーブルテレビ

一般のテレビ放送

甲賀市ホームページ

エリアメール

あいこうか緊急メール

その他

n=78

Q2.2 大雨警報の確認方法(複数回答)

土砂災害に強い地域づくり計画WG（多羅尾）



平成25年度
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検討成果の概要

⑨防災マップ(素案)および避難計画書(素案)を用いた避難訓練の実施
訓練の方針

訓練の目的は、避難計画(素案)及び地区別防災マップ(素案)の妥当性確認。
今回の防災訓練では基本的な避難行動の実施・確認。
実際の避難で想定される各種障害(情報伝達の不具合、予定避難路の通行不能、二次被
災の想定等)を設定した訓練は、次回以降に順次実施。

訓練のポイント
・避難勧告等の発令と受信 ・情報の収集・伝達
・住民の避難訓練 ・災害時要援護者への避難支援
・二次避難所の開設・運営 ・避難計画(素案)及び防災マップ(素案)の確認
訓練シナリオ

下表の状況を想定し、住民、組長、区長および市（行政）ごとに活動シナリオとタイムスケ
ジュールを設定。

実施概要
実施日時：平成25年11月3日(日) 7:30～9:40(避難訓練は8:00～9:15)
参 加 者： 多羅尾区 自治会役員・住民（182名）

甲賀広域行政組合信楽消防署、甲賀市消防団信楽方面隊多羅尾分団、
京都大学防災研究所 畑山研究室、甲賀市、滋賀県

訓練の様子

防災訓練の結果（避難移動に関する各組の課題）
各組共通

• 高齢者や乳幼児を伴う移動には時間を要する。
• 実際には降雨があるため、屋外の一次避難所は好ましくない。
• 徒歩での移動は、距離等に応じて行う。特に災害時要援護者の対応が必要。場合に
よっては直接二次避難所へ車で移動することも考えられる。

1組、2組、4組
• 屋外拡声器による放送がほとんど聞こえない。

3組
• 多羅尾小学校体育館裏の通路は狭く、避難路としては移動が難しい。

5組
• 高齢者等の徒歩での移動は時間を要し難しいと
考えられる。

• 川沿いの移動路は危険と感じた。
【6組】

• 一次避難所が川沿いや崖下にある
• 訓練では12台の車で移動したが現実にはやや困難。

参加者アンケートの結果概要
避難準備情報、避難勧告情報の伝達について、ほとんどの方が情報発令を確認。
ただし、降雨時や夜間などは気が付かないことが考えられ、屋外放送以外のメディアも利
用するなど、確実な情報伝達方法にしていく必要がある。
自宅から一次避難所までの移動時間は、5分以内が90％、高齢者の1名を除いて全てが
15分以内と回答。しかし訓練では、災害時要援護者の移動に時間を要したことが確認さ
れており、早期避難等を検討する必要がある。

多羅尾区における情報伝達に関する留意点
屋外放送による一斉情報は、住民に伝わらない場合が多い。
甲賀市が全戸配布した屋内放送(防災情報端末)は有効だが、1台では家の中でも聞こえない
場合がある。
携帯電話が使えない場合の代替手段が必要であるが、現実には難しい。
本部からの情報が避難所に届かなくなることも多いので、そうした状況を想定した訓練も、今後
実施していく。
避難者の把握において、避難所間の横の連絡を十分行えるようにする。住民リストの活用は有
効である。災害緊急時等の個人情報の利用は例外として認められており、訓練でも利用できる
よう、住民に了解を取っておくと良い。
避難済み家屋の確認方法として｢旗｣がよく用いられるが、旗が見える場所まで行く必要がある。
平時に、どの場所に旗を置くと確認しやすいかを検証し、住民とルールを決めておくと良い。
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Q1.1 避難準備情報が聞こえたか
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Q2.1 避難勧告が聞こえたか
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5分以下, 

61

6～10分, 

4

10～15

分, 2
60分, 1

Q2.3 自宅～一次避難所の時間

n=68

避難準備情報の確認状況 避難勧告情報の確認状況 自宅～一次避難所までの所要時間

二次避難所への移動(災害時要
援護者の遅れ)

土砂災害に強い地域づくり計画WG（多羅尾）

1組の一次避難所の集合状況 5組の二次避難所への移動状況

消防団による避難準備の広報 災害時要援護者への避難支援
(車いす)

災害時要援護者の避難支援
(消防団による担架搬送)

避難勧告発令を甲賀市へ要請
(衛星電話利用）



⑩防災訓練を踏まえた防災マップ(素案)、避難計画書（素案）の修正

⑪防災マップ(案)と避難計画書(案)の配布
多羅尾区防災マップ
表面(マップ面)には、地区の、避難場所、危険箇所、主な避難ルート、自主避難
の目安などを記載
裏面(情報面)には、早期避難の目安、甲賀市域の注意報・警報の基準、気象
情報や河川情報の入手先(QRコード)、避難時の持ち物等の情報を記載

最終版の多羅尾区防災マップ

マップ面の例（4組）

情報面の例（4組）

4

多羅尾区避難計画書（案）

⑫「地区別避難計画作成の手引き（案）」の作成

「多羅尾区避難計画 目次」

1. 風水害防災計画の目的
2. 本計画の作成日
3. 自主防災組織
4. 多羅尾区の避難所
5. 防災情報
6. 多羅尾区の避難の目安
7. 避難の判断と行動
8. 多羅尾区防災協力員の任務と心得
9. 防災訓練
10. 資機材の管理・補充
11. 多羅尾区避難計画の更新

多羅尾区における防災訓練の継続実施

運動会等の地域行事で防災に関連する取り組みを行う。

避難計画書、防災マップの更新

要配慮者対応に向けた福祉部局との連携

他地域における土砂災害に強い地域づくりの展開・連携

多羅尾区での取り組みを踏まえた今後の方向性

検討成果の概要

平成25年度

土砂災害に強い地域づくり計画WG（多羅尾）



■土砂災害に強い地域づくり計画WGのスケジュール案

目的と検討経緯概要

5

土砂災害に強い地域づくり計画WG（ハイウェイサイドタウン）

■湖南市 ハイウェイサイドタウン地区 への展開（平成26年度～）

湖南市 ハイウェイサイドタウン地区において、「土砂災害に強い地域づくり計画WG」を実
施中である。当地区において、甲賀市多羅尾区での経験をもとに作成した「地区別避難
計画作成の手引き（案）」をもとに、①地区別防災マップ(案)や②地区別避難計画書(案)
を作成中である。
また、取り組み成果を踏まえ、必要に応じて③「地区別避難計画の作成の手引き(案)」
の更新を実施する予定である。

①地区別防災マップ(案)の作成
過去に発生した災害箇所の情報、避難場所、主な避難経路、川や水路などの危険
箇所を住民の情報を含め、書き込んだ地図を作成する。

②地区別避難計画書(案)の作成
洪水や土砂災害において、地区の人的被害を回避・軽減するための避難や連絡体制、
要配慮者の支援体制などの自助、共助のルールをまとめた計画(素案)を作成する。

③「地区別避難計画作成の手引き(案)」の更新
湖南市 ハイウェイサイドタウン地区での取組結果から、新たな課題・改善点を踏まえて
「地区別避難計画作成の手引き(案)」を更新する。

平成26年度からハイウェイサイドタウン地区において、土砂災害に強い地域づくり計画WGを開催し、平成27年
度以降に地区別防災マップ(案)と地区別避難計画書(案)の完成を目指す。

防災マップ作成に

ついての説明

地区別防災マップ 地区別避難計画書 参加者

避難計画書作成に

ついての説明

第1回WG
(H27.1.29開催)

防災マップ(素案)の
作成

避難計画書(素案)
の作成

第2回WG
(H27.2.15開催)

まち歩きの実施、防

災マップ(素案)の修

正

防災マップ(素案)、避難計画書(素案)の印刷・

配布・周知

避難訓練による防災マップ(素案)、避難計画

書(素案)の検証

防災マップ(案)、避難計画書(案)の印刷・配

布・周知

・住民(関係者)
・湖南市

・滋賀県

・住民(多数)
・湖南市

・滋賀県

平成26年度

実施内容

平成27年度

以降

実施内容

ハイウェイサイドタウン地区

◆ハイウェイサイドタウン地区の位置図

名神高速道路

野洲川

国道1号

県道22号

◆土砂災害に強い地域づくり計画WGのスケジュール案

防災マップ(素案)の
確認

避難計画書(素案)
の確認

N



■第1回土砂災害に強い地域づくり計画WGの開催(平成27年1月29日)

目的と検討経緯概要
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土砂災害に強い地域づくり計画WG（ハイウェイサイドタウン）

ハイウェイサイドタウン地区の住民、湖南市、滋賀県が参加

砂防出前講座による土砂災害についての学習会

土砂災害に強い地域づくり計画WGの位置づけと全体スケジュール案の説明

次回WGに向けて、地区別防災マップと地区別避難計画書の作成について説明

①砂防出前講座(土砂災害に強い地域を目指して)
土砂災害の種類や前兆、近年発生した土砂災害(平成26年広島等)、土砂災害から身を守るためのポイントについて説明した。

②地区別防災マップと地区別避難計画書の作成について
次回のWGに向けて、地区別防災マップと地区別避難計画書を作成する手順を説明した。次回WGでは、土砂災害警戒区域や組の配置状況を考
慮し、5つに分けたグループごとに作業を進める。

議事概要

住民からの避難所をどこに定めるのかという質問に対し、多羅尾区WGで意見が出た教会、寺社、班長(役員)の家などへの一時避難方法を紹介し、このWGで避難場所や避難方法について検討してい
きたいと説明した。

住民からの避難計画書の更新方法に対する質問に対し、防災訓練以降でも防災マップに新たな情報を加えることがあれば、大判図面に書き込んでいき、アップデートしていくことも可能であると説明した。

住民から当地区に居住する外国人向けに、外国語への翻訳版の作成依頼があった。

◆第１回ＷＧの様子

■第2回土砂災害に強い地域づくり計画WGの開催(平成27年2月15日)

ハイウェイサイドタウン地区の住民、湖南市、滋賀県が参加

5グループに分かれて、ハイウェイサイドタウン地区の地区別防災マップ(素案)と地区別避難計画書(素案)を作成

WGの最後には作成した防災マップ(素案)と地区別避難計画書(素案)を発表

①地区別防災マップ(素案)の作成
自宅や水路の位置などの基本情報、一時避難場所、危険箇所、自主避難の目安や避難ルートなど防災マップに記載する情報をグループごとに整
理した。

②地区別避難計画書(素案)の作成
計画書に記載する情報や内容、目的を確認し、連絡体制や避難の判断や行動について話し合った。

防災マップ(案)、避難計画書(案)作成に向けての今後の課題と特徴的な意見

新菩提寺まちづくりセンターは、市指定の避難所にはならないが、一時避難場所としては用いることができる。よって、当WGにおいては一時避難
場所として取り扱っていくこととする。

避難場所について、地区の自治会館に加えて、名神高速道路の菩提寺パーキングエリアを挙げるグループがあり、避難場所として活用する場合、
今後関係機関と調整する必要がある。

避難の際の移動手段(徒歩、車)を決めておく必要がある。

一時避難場所から新菩提寺まちづくりセンターまでの避難路で冠水しやすい箇所があり、課題が残る。

現地情報の確認や避難場所を話し合うためには、土砂災害警戒区域に入っていない住民にも参加してもらう必要がある。

危険箇所の情報については付近の住民への聞き取りや現地調査（まち歩き）での確認が必要である。

SISPAD、しらしがメールの操作方法に関する説明会を要望する意見があった。

◆第２回ＷＧの様子

◆住民が作成した防災マップ(素案)


